
台風１２号による土砂災害および天然ダム 
 

8 月25 日にマリアナ諸島の西の海上で発生した台

風第12 号は，日本の南海上をゆっくりと北上し，強い

勢力を保ったまま9 月3 日10 時前に高知県東部に上

陸し，四国地方，中国地方を縦断して，4 日未明に山

陰沖に抜けた。その後もゆっくり北上を続け，５月に

温帯低気圧に変わった(図１)。この台風を取り巻く雨

雲や湿った空気が流れ込んだため，西日本から北日本

にかけて，広い範囲で大雨となった。特に紀伊半島で

は，降り始めの8 月30 日1７ 時から9 月4 日24 時ま

での総雨量が，多い所で1800ミリを越えた。また，4 日

3 時57分までの1 時間に，新宮市新宮で132.5 ミリの

猛烈な雨を観測した。この台風の影響で，各地で土砂

災害，浸水，河川の氾濫などが発生し，奈良・和歌山

両県を中心に死者・行方不明者が合計で93人（9月21日

15時現在，消防庁調べ）になった。また，数多くの土

砂災害が発生し，道路が寸断され，多くの集落が孤立

状態となった。特に，数多くの大規模地すべりが発生

し，移動土塊により川が堰き止められ，天然ダムが形

成された。これらの天然ダムが，その後の台風15号に

伴う降雨により，決壊の危機に晒され，災害後の人命

捜索や復旧・復興に大きな影響をもたらしている。 

 

斜面災害研究センターの教員と（社）日本地すべり学会の調査メンバー３人およびチューリッヒ

工科大学のSimon Loew 教授が，９月10，17～１９日に和歌山県と奈良県に発生した土砂災害およ

び天然ダムについて現地調査を実施したので，この調査結果と各種の報道などから収集した情報を

もとに，今回の土砂災害の概要を報告する。 

 

和歌山県の大規模斜面崩壊 

 和歌山県においては，田辺市の伏菟野（写真－１）と栗栖川（写真２）および熊野（写真３）の

三箇所で大規模斜面崩壊が発生した。伏菟野の斜面崩壊は，砂岩泥岩互層の地層において発生した

ものである。源頭部は，強風化した泥岩の層理面や割れ目の多い軟弱な岩盤からなる。崩壊地の末

端から頭部までの水平距離は約420mで，比高差は約170mであった。崩壊地の末端が狭窄となり，移

動土砂に対してボトリネック効果を果たしたと考えられるが，それにも関わらず，大量の土砂が流

動化して，斜面下方の住宅を押し潰して，5人の死亡をもたらした。崩壊地付近の地形から見ると，

断層に関係している可能性が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 台風 12 号の進路（気象庁より加筆）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 和歌山県田辺市伏菟野の土砂災害。(a)：崩壊地の全景（道窪幸雄より撮影）；(b)：崩壊地を正面

から見上げると左上方の源頭に露出した層理面; (c): 層理面に発達した擦痕→崩壊前には斜面変動があっ

たことを示唆；(d):褶曲軸走向の測定 

 

栗栖川斜面崩壊（写真2a）は，旧地すべり地の内部で発生したものである。これは，斜面崩壊前

の写真（写真2b）および周辺斜面に散在する巨大岩塊（写真2c）から分かる。崩壊箇所は，泥岩，

砂岩泥岩互層，砂岩，礫岩および含礫泥岩の牟婁層群に位置する。源頭部の滑落崖には，節理の発

達した泥岩や砂岩および礫岩（写真2d）が露出し，崩壊前の斜面が緩んだ状態となったことを示唆

している。北東方向に向かった斜面から崩れた土砂が，土石流化し，富田川までなだれて行った。

これによって，国土311号線が寸断され，富田川が一時的に堰止められた。崩壊地の頭部から末端

までの水平距離は約510mで，比高差は約200mであった。図２aには，地すべり地域の地形図で，図

2bには，レザー測距機により測定した地すべりの断面図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 和歌山県田辺市中辺路町栗栖川地区地すべり。(a):空中写真（国土地理院より）; (b): 崩壊前の地

すべり地形（Google earthより）; (c): 斜面に散在する巨大岩塊； (d): 崩壊源頭部  
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熊野大規模斜面崩壊は，もともとの傾斜の緩かった熊野川右岸側南向きの斜面において発生した。

この崩壊により，高さ約６０m，満水時湛水容量約110万立米の天然ダムが形成された。天然ダムが

決壊する恐れがあり，現地への立ち入りが禁止されたため，現地への調査ができなかったが，google 

earthと災害後の空中写真および地質図から，この崩壊は泥岩の層理面に沿って発生した可能性が

高いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真3 和歌山県田辺市熊野地区の地すべりと堰止湖（道窪幸雄より撮影） 

 

奈良県の大規模斜面崩壊 

奈良県では，五條市大塔町や十津川村を中心に，十数箇所の大規模斜面崩壊が発生し，赤谷や長

殿など大規模天然ダムが13箇所に形成された。大塔町清水地区で発生した大規模崩壊によって多量

の土砂が高速で移動し，一部が天ノ川を越えて，対岸（左岸）の宇井集落を飲み込み，10 人の死

者・行方不明者をもたらした。これにより，天ノ川が一時的に堰き止められた。近くの大塔村赤谷

地区や十津川村長殿地区の斜面崩壊により，人的被害がなかったが，移動土砂が崩壊斜面末端の谷

が堰き止められ，高さが80m以上におよぶ大規模天然ダムが形成された。 

 紀伊半島南部の地質が，四万十層群（日高川層群，音無川層群および牟婁層群）と熊野酸性岩

類で大別される（図－３）。熊野酸性岩類の地域においては，その岩盤が固いため，今回の台風で，

写真５に示すような規模の小さい表層崩壊や土石流などが発生した。 

 

 

 

 

 

図 2 栗栖川地区地すべり平面図(a)と断面図(b) 

崩壊位置の概要（国土地理院2.5

万分の1地形図地図画像を使用） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真4 奈良県五條市大塔町において発生した大規模斜面崩壊（道窪幸雄より撮影）(a), 赤谷天然ダム(b)， 

堤体の下流側（c），およびダム堤体における巨大岩塊と浸透流（ｄ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 和歌山県の地質（株式会社クボタ発行の「URBAN KUBOTA No.38 」の地質図より） 
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写真5 新宮市佐野山間部の斜面崩壊（道窪幸雄より撮影） 

 

紀伊半島の台風被害は，例年のように繰り返されている。今年の台風12号の豪雨により，死者・

行方不明者が12人にのぼった奈良県十津川村においては，1889年の大水害で168人が死亡，村落の

大部分が壊滅状態となり，約2500人が北海道に移住した。すなわち，十津川流域は，斜面岩盤が弱

く，記録的な降水量が多いといった大規模斜面崩壊の発生危険度の高い地域とも言える。 

台風１２号の豪雨に伴う河道閉塞（天然ダム）が17箇所において発生したことが国土交通省の調

査により分かった。その中に，奈良県の十津川流域において，五條市大塔町赤谷，十津川村長殿，

十津川村栗平，野迫川村北股，和歌山県日置川流域において，田辺市熊野の天然ダムが，その規模

が大きいために，決壊すると，下流側に甚大な土石流災害を引き起こす恐れがある。現在，国土交

通省が，決壊の恐れがある天然ダムに対して，２４時間監視を実施している。また，決壊危険度が

高い天然ダムに対して，水抜く工事の施工をも進んでいる。 

 

斜面災害研究センターが，これから，これらの大規模斜面崩壊を調査し，形成された天然ダムの

堤体に対して，粒径分析や物理探査などによりダム堤体の物性を調査して，天然ダムの決壊危険度

評価を実施する予定である。 

 

（文責：王功輝） 


